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　議案第６７号

　　令和３年度（２０２１年度）朝霞市下水道事業会計剰余金の処分及び
    決算の認定について

　　地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、令和３年度（２０２１年度）

　朝霞市下水道事業会計決算に伴う剰余金を剰余金処分計算書（案）のとおり処分

　し、併せて同法第３０条第４項の規定に基づき、令和３年度（２０２１年度）

  朝霞市下水道事業会計決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

令 和 ４ 年 ８ 月 ２ ９ 日 提 出

朝 霞 市 長 富 岡 勝 則
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(単位：円)

１  営業収益

  (1) 下水道使用料 897,538,403

  (2) 受託事業収益 3,312,081

  (3) 他会計負担金 226,121,000

  (4) その他営業収益 295,000 1,127,266,484

２  営業費用

  (1) 汚水管渠費 72,349,807

  (2) 雨水管渠費 49,555,869

  (3) 汚水ポンプ費 14,189,487

  (4) 雨水ポンプ費 6,785,180

  (5) 総係費 108,115,527

  (6) 流域下水道維持管理費 503,872,496

  (7) 減価償却費 873,446,798

  (8) 資産減耗費 24,977

  (9) その他営業費用 200 1,628,340,341

      営業利益 △ 501,073,857

３  営業外収益

  (1) 受取利息及び配当金 8,021

  (2) 他会計補助金 81,244,000

  (3) 補助金 2,328,000

  (4) 長期前受金戻入 686,482,103

  (5) 雑収益 69,324 770,131,448

４  営業外費用

  (1) 支払利息及び企業債取扱諸費 36,806,888

  (2) 雑支出 57,549,345 94,356,233 675,775,215

      経常利益 174,701,358

５  特別利益

  (1) 過年度損益修正益 19,597,719

  (2) その他特別利益 450,805,600 470,403,319

６  特別損失

  (1) 過年度損益修正損 117,710 117,710 470,285,609

      当年度純利益 644,986,967

      前年度繰越利益剰余金 0

      当年度未処分利益剰余金 644,986,967

令和３年度（２０２１年度）朝霞市下水道事業損益計算書

(令和3年4月1日から令和4年3月31日まで)
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（単位：円）

資 本 金 資 本 剰 余 金 未処分利益剰余金

3,119,333,247 764,853,459 644,986,967

0 0 △ 644,986,967

減 債 積 立 金 の 積 立 0 0 △ 322,493,000

建設改良積立金の積立 0 0 △ 322,493,967

（繰越利益剰余金）

3,119,333,247 764,853,459 0

令和３年度（２０２１年度）朝霞市下水道事業剰余金処分計算書(案)

当 年 度 末 残 高

議 会 の 議 決 に よ る 処 分 額

処 分 後 残 高
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      (単位：円)

1 固定資産

 (1) 有形固定資産

     イ 土地 897,472,911

     ロ 構築物 17,714,710,911

      　減価償却累計額 △ 1,482,879,582 16,231,831,329

     ハ 機械及び装置 332,510,899

      　減価償却累計額 △ 93,528,358 238,982,541

     ニ 工具器具及び備品 7,799,400

      　減価償却累計額 △ 3,509,730 4,289,670

　　 ホ 建設仮勘定 398,050,798

        有形固定資産合計 17,770,627,249

 (2) 無形固定資産

     イ 施設利用権 1,762,221,251

        無形固定資産合計 1,762,221,251

 (3) 投資その他の資産

     イ 出資金 1,035,000

        投資その他の資産合計 1,035,000

        固定資産合計 19,533,883,500

2 流動資産

 (1) 現金預金 990,414,037

 (2) 未収金 182,340,081

     貸倒引当金 △ 1,014,000 181,326,081

 (3) 前払金 5,000,000

 (4) その他流動資産 5,970

        流動資産合計 1,176,746,088

        資産合計 20,710,629,588

令和３年度（２０２１年度）朝霞市下水道事業貸借対照表

(令和4年3月31日)

資     産     の     部
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3 固定負債

 (1) 企業債

     イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債 3,329,130,352

        企業債合計 3,329,130,352

        固定負債合計 3,329,130,352

4 流動負債

 (1) 企業債

     イ 建設改良費等の財源に充てるための企業債 175,175,591

        企業債合計 175,175,591

 (2) 未払金 64,917,595

 (3) 引当金

     イ 賞与引当金 8,238,000

        引当金合計 8,238,000

 (4) その他流動負債

     イ 預り金 557,797

　　　　その他流動負債合計 557,797

        流動負債合計 248,888,983

5 繰延収益

 (1) 長期前受金 13,790,951,210

 (2) 収益化累計額 △ 1,319,640,368

        繰延収益合計 12,471,310,842

        負債合計 16,049,330,177

6 資本金 3,119,333,247

7 剰余金

 (1) 資本剰余金

     イ 受贈財産評価額 601,587,218

     ロ 補助金 136,508,960

     ハ その他資本剰余金 26,757,281

        資本剰余金合計 764,853,459

 (2) 利益剰余金

     イ 利益積立金 132,125,738

     ロ 当年度未処分利益剰余金 644,986,967

        利益剰余金合計 777,112,705

        剰余金合計 1,541,966,164

        資本合計 4,661,299,411

        負債資本合計 20,710,629,588

負     債     の     部

資     本     の     部
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  決　算　附　属　書　類
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１ 概     況

(1)

(2)

令和２年度 令和３年度

108.1％ 110.1％

89.2％ 92.2％

4.4％ 8.8％

(3)

           令和３年度（２０２１年度）朝霞市下水道事業報告書

総　括　事　項

（イ） 業務状況

　年間汚水処理水量は 17,431,476㎥で、前年度に比べ 2.1％の減少、年間総有収水量は 
14,605,111㎥で、前年度に比べ 0.3％の減少となりました。
　この結果、有収率は 83.8％で、前年度に比べ 1.6ポイントの増となりました。
　また、年度末汚水処理区域内人口は 140,780人で、水洗化率は 99.1％となりました。

（ロ） 収益的収入及び支出　【税抜】

　収益的収入については 2,367,801,251円で、主なものは、収入総額の 37.9％を占める下水道使
用料が 897,538,403円、9.5％を占める一般会計からの雨水処理負担金が 226,121,000円となって
います。
　収益的支出については 1,722,814,284円で、主なものは、支出総額の 29.2％を占める流域下水
道維持管理負担金が 503,872,496円で、50.7％を占める減価償却費が 873,446,798円、その他委
託料、職員人件費、企業債利息、修繕費などとなっています。
　この結果、当年度純利益は 644,986,967円となりました。

（ハ） 資本的収入及び支出　【税込】

　資本的収入は 521,871,800円、資本的支出は 706,157,490円で、差引不足額の 184,285,690円
は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 13,119,071円、過年度分損益勘定留保資金 
147,500,829円、当年度分損益勘定留保資金 23,665,790円で補てんしました。
　建設改良費は、旧暫定逆線引き地区内の未整備路線の下水管布設工事や道路舗装復旧工事を
行ったほか、「朝霞市雨水管理総合計画」に基づき、溝沼地区の整備計画に位置付けた調整池の
工事に着手しました。

経営指標に関する事項

　令和３年度決算における経営成績について、経営の健全性を示す経常収支比率は 110.1％と 
100％を超えており健全な経営状況を維持しています。また、使用料で回収すべき経費を、どの程
度使用料で賄えているかを示す経費回収率は、令和３年度は 92.2％となり、全て賄えている状況
とされる 100％を下回っています。
　償却資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率は前年度比 4.4ポイント増の 8.8％
となっています。令和２年度に法適用をした際に、資産を新たに取得したものとみなして帳簿価
額を決定しているため、低水準の数値となっていますが、実際は早い時期に整備した管渠の老朽
化が進行しており、計画的に施設更新を行います。

経常収支比率

経費回収率

有形固定資産減価償却率

議 会 議 決 事 項

議 案 番 号 件 名 提 出 年 月 日 議 決 年 月 日

第 48 号
令和2年度(2020年度)朝霞市下水道事業会計剰余
金の処分及び決算の認定について

令和 3年 9月 7日 令和 3年10月 5日

第 7 号 令和4年度(2022年度)朝霞市下水道事業会計予算 令和 4年 2月22日 令和 4年 3月24日
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(4) 行政官庁認可事項

該当事項なし

(5) 職員に関する事項

令和３年度 令和２年度 備　考
人 人 人

11 12

職 員 3 4

そ の 他 の 職 員 　 　  0 　 　  0

職 員 8 8

そ の 他 の 職 員 　 　  0 　 　  0

(6) 料金その他供給条件の設定、変更に関する事項

該当事項なし

区　　　　　分 増　減

△ 1

△ 1

0

0

0

職 員 数

内 訳

上 下 水 道
総 務 課

下 水 道
施 設 課
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２ 工       事

（単位：円）

工 事 名 施 工 内 容 工 事 費 着 工 年 月 日 完成検査年月日 備　考

県道和光志木線
下水道改築工事

工事延長 L=24.95m　
VU φ350

5,549,500 令和3年11月4日 令和4年2月28日

市道２３５４号線
雨水管工事

工事延長 L=81.2m　
VU φ300

4,825,700 令和3年10月22日 令和4年2月24日

支線２７号線
下水工事

工事延長 L=46.8m　
VU φ200

4,378,000 令和3年10月7日 令和3年12月10日

市道２５４号線
雨水管工事

工事延長 L=7.2m　
VU φ300

1,210,000 令和3年6月25日 令和3年8月25日

新河岸第１６－４－２
流量計レベル交換工事

超音波レベル計
交換工
1式

935,330 令和 3年 8月 2日 令和3年8月31日

支線２１号線
舗装復旧工事

舗装打換工
A=30.3㎡

363,000 令和3年10月1日 令和3年10月29日

県道朝霞蕨線
舗装復旧工事

舗装打換工
A=6.9㎡

156,200 令和3年12月6日 令和4年1月19日

 　建 設 改 良 工 事 の 概 況
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139,528 138,989 100.4

66,200 65,582 100.9

17,431,476 17,808,316 97.9

47,757 48,790 97.9

14,605,111 14,642,285 99.7

40,014 40,116 99.7

83.8 82.2 1.6

円

2,367,801,251 1,851,710,118 516,091,133

( 2,457,862,027 ） ( 1,941,749,089 ） ( 516,112,938 ） ( ）

1,127,266,484 1,122,077,046 5,189,438

( 1,217,318,165 ） ( 1,212,103,101 ） ( 5,215,064 ） ( ）

770,131,448 729,518,226 40,613,222

( 770,134,134 ） ( 729,520,642 ） ( 40,613,492 ） ( ）

470,403,319 114,846 470,288,473

( 470,409,728 ） ( 125,346 ） ( 470,284,382 ） ( ）

円

1,722,814,284 1,719,584,380 3,229,904

（ 1,799,755,989 ） （ 1,791,883,420 ） （ 7,872,569 ） ( ）

1,628,340,341 1,654,904,111 △ 26,563,770

（ 1,696,964,150 ） （ 1,723,061,127 ） （ △ 26,096,977 ） ( ）

94,356,233 57,406,443 36,949,790

（ 102,662,359 ） （ 61,537,921 ） （ 41,124,438 ） ( ）

117,710 7,273,826 △ 7,156,116

（ 129,480 ） （ 7,284,372 ） （ △ 7,154,892 ） ( ）

３ 業       務

 (1) 業　　務　　量

対　前　年　度

増　　　減 比　率

年度末汚水処理人口(人) 539 ％

年度末汚水処理戸数(戸) 618 ％

年 間 汚 水 処 理 水 量(㎥) △ 376,840 ％

一日平均汚水処理水量(㎥) △ 1,033 ％

年 間 総 有 収 水 量(㎥) △ 37,174 ％

一 日 平 均 有 収 水 量(㎥) △ 102 ％

有 収 率(％) ポイ
ント

 (2) 事業収入に関する事項 (  )内数値：税込

対　前　年　度

増　　　減 比　率

円 円 ％

127.9

126.6

100.5

100.4

105.6

105.6

409,594.9

375,289.0

 (3) 事業費に関する事項 (  )内数値：税込

対　前　年　度

増　　　減 比　率

円 円 ％

100.2

100.4

98.4

98.5

164.4

166.8

1.6

1.8

事          項 令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 備 考

事          項 令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 備 考

下 水 道 事 業 収 益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

事          項 令 和 ３ 年 度 令 和 ２ 年 度 備 考

下 水 道 事 業 費 用

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失
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（単位：円）

令和3年10月13日 716,507,000
令和3年度
　～令和4年度
継続事業

令和3年12月22日 552,403,500
令和3年度
　～令和5年度
継続事業

令和3年11月4日 5,549,500

令和3年10月22日 4,825,700

令和3年10月7日 4,378,000

（単位：円）

４ 会 計

 (1) 重 要 契 約 の 要 旨

大字溝沼地内調整池築造
工事

佐藤・林特定建設工事
共同企業体

支線７号線他下水工事
初雁・五島特定建設工事
共同企業体

県道和光志木線下水道改築
工事

(株)林土木 関東支店

市道２３５４号線雨水管
工事

(株)冨岡組

支線２７号線下水工事 古内土木(株)

 (2) 企 業 債 の 概 況

契 約 年 月 日 契 約 金 額 契 約 の 内 容 契 約 の 相 手 方 備　　　考

前年度末残高 当年度借入高 当年度償還高 当年度末残高 備　　　考

企 業 債 3,500,943,527 174,600,000 171,237,584 3,504,305,943
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(単位：円)

1 業務活動によるキャッシュ・フロー

　　当年度純利益 644,986,967

　　減価償却費 873,446,798

　　固定資産の除却及び減損損失 24,977

　　貸倒引当金の増減額（△は減少） 99,698

　　賞与引当金の増減額（△は減少） △ 359,000

　　長期前受金戻入額 △ 686,482,103

　　受取利息及び受取配当金 △ 8,021

　　支払利息及び企業債取扱い諸費 36,806,888

　　未収金の増減額（△は増加） 3,737,076

　　未払金の増減額（△は減少） 16,529,007

　　その他流動資産の増減額（△は増加） △ 5,005,970

　　その他流動負債の増減額（△は減少） 557,797

　　小計 884,334,114

　　受取利息及び受取配当金 8,021

　　支払利息及び企業債取扱い諸費 △ 36,806,888

　業務活動によるキャッシュ・フロー 847,535,247

 

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

　　有形固定資産の取得による支出 △ 432,069,797

　　無形固定資産の取得による支出 △ 83,138,593

　　国庫補助金等による収入 305,805,300

　　一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入 79,046,000

　　特定収入仮払消費税 △ 29,839,334

　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 160,196,424

 

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

　　建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 174,600,000

　　建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 171,237,584

　財務活動によるキャッシュ・フロー 3,362,416

 

　資金増加額（又は減少額） 690,701,239

　資金期首残高 299,712,798

　資金期末残高 990,414,037

令和３年度（２０２１年度）朝霞市下水道事業キャッシュ・フロー計算書

(令和3年4月1日から令和4年3月31日まで)
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収　　益
（単位：円）

 金   額 備    考

1 下水道事業収益 2,367,801,251

1 営業収益 1,127,266,484

1 下水道使用料 897,538,403

1 下水道使用料 897,538,403  

2 受託事業収益 3,312,081

1
下水道維持管理負
担金

3,312,081  

3 他会計負担金 226,121,000

1 雨水処理負担金 226,121,000  

6 その他営業収益 295,000  

1 手数料 295,000  

2 営業外収益 770,131,448

1
受取利息及び配当
金

8,021  

1 預金利息 8,021

2 他会計補助金 81,244,000

1 他会計補助金 81,244,000  

3 補助金 2,328,000

1 国庫補助金 2,328,000

4 長期前受金戻入 686,482,103

1
国庫補助金長期前
受金

49,524,822  

2
県補助金長期前受
金

590,078

3
一般会計補助金長
期前受金

370,108,901

6
元金繰入金長期前
受金

95,902,000

8
受益者負担金長期
前受金

39,517,661

9
受贈財産長期前受
金

130,838,641

6 雑収益 69,324

3 その他雑収益 69,324

3 特別利益 470,403,319

2 過年度損益修正益 19,597,719

1 過年度損益修正益 19,597,719  

収益費用明細書

款 項 目 節
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（単位：円）

 金   額 備    考

3 その他特別利益 450,805,600

1 その他特別利益 450,805,600

款 項 目 節
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費　　用
（単位：円）

 金   額 備    考

11 下水道事業費用 1,722,814,284

1 営業費用 1,628,340,341

1 汚水管渠費 72,349,807

1 給料 10,402,800 予算額 10,403,000円

2 手当 6,204,172 予算額 6,956,000円

3 賞与引当金繰入額 1,948,000 予算額 1,948,000円

5 報酬 948,640 予算額 949,000円

6 法定福利費 4,423,755 予算額 4,505,000円

13 光熱水費 7,743

14 印刷製本費 168,040  

17 委託料 30,052,000
水質検査委託料

4,199,000円

管清掃業務委託料

7,095,000円

水準器点検委託料

25,000円
ガス検知器点検委託
料

80,000円

汚水管流量調査委託
料

3,734,000円
下水道台帳作成委託
料

3,226,000円

下水道ストックマネ
ジメント点検委託料

4,777,000円

不明水調査委託料

3,966,000円
下水道計画一般図作
成委託料

2,950,000円

20 修繕費 15,469,200

36 負担金 2,725,457

2 雨水管渠費 49,555,869

1 給料 8,634,000 予算額 9,975,000円

2 手当 4,025,688 予算額 6,179,000円

3 賞与引当金繰入額 1,956,000 予算額 1,956,000円

款 項 目 節

- 25 -



（単位：円）

 金   額 備    考

6 法定福利費 3,250,017 予算額 4,414,000円

10 被服費 18,850

13 光熱水費 228,636

17 委託料 6,184,000
除草委託料

321,000円

樋管ゲート電気保安
管理委託料

288,000円

管清掃業務委託料

611,000円

下水道台帳作成委託
料

2,214,000円

事業認可図書作成委
託料

2,750,000円

19 賃借料 529,550

20 修繕料 7,287,000

36 負担金 17,067,128

43 補助金 375,000

3 汚水ポンプ費 14,189,487

13 光熱水費 3,289,814  

15 通信運搬費 41,673  

17 委託料 9,208,000
ポンプ場管理委託料

3,840,000円

ポンプ場電気保安管
理委託料

300,000円

ポンプ場電気設備保
守点検委託料

4,800,000円

ばい煙測定委託料
68,000円

設備調査委託料
200,000円

20 修繕費 1,650,000

4 雨水ポンプ費 6,785,180

13 光熱水費 2,002,458

15 通信運搬費 91,722  

17 委託料 4,414,000 調整池機械保守点検
委託料

600,000円

款 項 目 節
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（単位：円）

 金   額 備    考

排水機場等電気保安
管理委託料

414,000円

排水機場等機械保守
点検委託料

3,400,000円

20 修繕料 277,000

5 総係費 108,115,527

1 給料 9,895,200 予算額 11,230,000円

2 手当 5,417,946 予算額 6,552,000円

3 賞与引当金繰入額 2,058,000 予算額 2,058,000円

5 報酬 1,247,640 予算額 1,191,000円

6 法定福利費 4,122,038 予算額 4,949,000円

8 旅費 116,128

10 被服費 88,390

11 備消品費 455,457

12 燃料費 137,385

14 印刷製本費 116,200

15 通信運搬費 149,806

17 委託料 79,029,092 料金徴収業務委託
料

78,847,273円

公営企業会計支援業
務委託料

181,819円

18 手数料 124,077

19 賃借料 3,679,200

20 修繕費 356,000

26 研修費 115,000  

31 保険料 332,682  

36 負担金 453,040  

38 貸倒引当金繰入額 198,446

41 厚生福利費 23,800

6
流域下水道維持管
理費

503,872,496

１ 負担金 503,872,496

款 項 目 節
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（単位：円）

 金   額 備    考

7 減価償却費 873,446,798

2 構築物減価償却費 744,987,084

3
機械及び装置減価
償却費

46,989,764

5
工具、器具及び備
品減価償却費

1,754,865

8
無形固定資産減価
償却費

79,715,085

8 資産減耗費 24,977

1 固定資産除却費 24,977

9 その他営業費用 200

2 雑支出 200

2 営業外費用 94,356,233

1
支払利息及び企業
債取扱諸費

36,806,888

1 企業債利息 36,806,888

3 雑支出 57,549,345

2 その他雑支出 57,549,345

3 特別損失 117,710

4 過年度損益修正損 117,710

1 過年度損益修正損 117,710

款 項 目 節
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朝霞市下水道事業会計に係る注記事項

Ⅰ　重要な会計方針に係る注記

　　令和２年度（２０２０年度）より、地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成してい

　る。

　１　固定資産の減価償却の方法

   (1)　有形固定資産

      ・減価償却の方法　 定額法

      ・主な耐用年数

        　構築物　　　　　　　　　50 年

        　機械及び装置　　　　 6～20 年

        　工具器具及び備品 　　　　4 年

   (2)　無形固定資産

      ・減価償却の方法　 定額法

      ・主な耐用年数

        　施設利用権　　　　　　　45 年

　２　引当金の計上方法

   (1)　退職給付引当金

   　 　職員の退職により退職給付金が不足となった場合に生じる埼玉県市町村総合事務組合の特別

　  　負担金については、一般会計がその全部を負担することとなっているため、退職給付引当金は

　　　計上していない。

  （2） 賞与引当金 

　  　　職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、また、これらの手当に係る法定福利費の

  　　支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額（12月か

　  　ら3月までの4か月分）を計上している。

   (3)　貸倒引当金

　  　　債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額を計上している。

  　　　引当金の残額についての処理方法は、差額補充法で行っている。

　３　消費税及び地方消費税の会計処理

 　 　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

Ⅱ　キャッシュ・フロー計算書に関する注記

　　キャッシュ・フロー計算書については、間接法にて作成している。
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Ⅲ　貸借対照表等に関する注記

　１　貸借対照表に関する注記

   (1)　繰延収益（長期前受金）は、償却資産の取得又は改良に充てるための補助金等を計上して

   　 いる。

   (2)　引当金として、賞与引当金・貸倒引当金を計上している。

  （3） 令和3年6月に期末手当、勤勉手当及び法定福利費 9,990,675円を支給するために、令和2

      年度に計上した賞与引当金 8,694,000円を全額取り崩した。

　　　　また、令和4年度に支給する期末手当、勤勉手当及び法定福利費のうち、令和3年度の負担に

　　　属する額として賞与引当金 8,238,000円を引き当てた。

  （4） 令和3年度の不納欠損額 98,748円を処分するために、令和2年度に計上した貸倒引当金 

　　　914,302円から取り崩し、残額は 815,554円となった。

        令和4年度の不納欠損見込額は 1,014,000円であるから、貸倒引当金残額 815,554円の差額

　　　となる 198,446円を差額補充法により貸倒引当金に繰り入れる。

   (5)　企業債の償還に係る他会計の負担

　　　　貸借対照表に計上されている企業債（当該事業年度の末日の翌日から起算して１年以内に

　　　償還予定のものも含む）のうち、一般会計が負担すると見込まれる額は 2,289,057,613円で

　　　ある。

Ⅳ  リース契約により使用する固定資産に関する注記

　１　リース取引の処理方法

　　　リース取引関係

　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引未経過リース料相当額

　  　　　１年内  　　 1,451 千円

　  　　　１年超　  　 3,170 千円　

　  　　　　計　　  　 4,621 千円　　

  ２　リース会計に係る特例措置

　  　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会

　　計処理によっている。
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